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研究成果の概要（和文）：　知的営為における女性の活動と評価に関し、女性が何を書き、自らの著作活動をど
う正当化したのかという観点から「書く」という行為の意義を考察した。13世紀後半の宗教文学テクストを主要
史料とし、高度な教育を受けラテン語で執筆する女性が複数存在したドイツのヘルフタ修道院とその周辺地域を
検討対象とした。13世紀末は神秘主義への転換と信仰の内面化が特徴であり、幻視録はその典型とされる。しか
し、本研究は世俗社会への言及に着目することで死後救済と寄進を関連づける伝統的修道制の影響と、テクスト
作成が女性の宗教的劣位を補填する役割を持った可能性を明らかにし、宗教運動の研究に新たな視点を提供し
た。

研究成果の概要（英文）：　This study examines the significance of writing, in terms of what women 
wrote and how they legitimized their writing activities. To discuss this point, religious literary 
texts from the second half of the 13th century were used as the main source, and as a specific case 
study, the Cistercian monastery Helfta in Germany, where there were several highly educated women 
who wrote in Latin, was the object of analysis, including its environs. In general, the end of the 
13th century is characterized by a turn towards mysticism and the internalization of faith. However,
 by focusing on references to secular society in visionary texts, this study has revealed the 
influence of the traditional monastic system, which linked salvation after death to endowments, and 
the possibility that text production played a role in compensating for the religious inferiority of 
women, offering a new perspective for the study of religious movements.

研究分野：西洋中世史

キーワード： 西洋中世　ジェンダー　キリスト教

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義は、第一に、これまでのヘルフタ修道院研究が見落としてきたテクストに着目し、女子修道院と
世俗社会という新しい観点から分析を試みた点にある。さらに、ここから明らかになった幻視における寄進の影
響というテーマを追求することで、13世紀に盛んになった女性の宗教運動との関連づけを図った。これにより社
会的、知的に孤立した女子修道院という従来の見方を修正し、俗人女性中心に論じられてきた宗教運動研究の視
野を広げた点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 ドイツ、ザクセン地方にあったシトー会ザンクト・マリア修道院（以下ヘルフタ修道院）は 13

世紀半ばから 14世紀初頭にかけてマクデブルクのメヒティルト（『神性の流れる光 Das fließende 

Licht der Gottheit』）、ハッケボルンのメヒティルト（『特別な恩寵の書 Liber specialis gratiae』）、ヘ

ルフタのゲルトルート（『神の愛の使者 Legatus divinae pietatis』『霊的修養 Exercitia spiritualia』）

と 3名の神秘主義者を輩出した。これらのテクストはいずれも 19世紀後半から校訂版が刊行さ

れ、21世紀に入ると日本語の抄訳に加え、英独翻訳も入手可能となった。 

13世紀は女性が断食や不眠などの苦行や神秘体験を通じた宗教実践を求め、教会がこれを宗教

運動として容認していく時期にあたり、ヘルフタのテクスト群は女性自身がその経験を記した

先駆的存在として位置付けられてきた。そのため、神秘主義者自身の手になる幻視記録（『神性

の流れる光』、『神の愛の使者』第 2巻）が精査の対象となり、キリストの心臓である聖心や聖母

マリアの母性といった頻出するレトリックから信仰の内面化、魂が上昇して神と合一する神秘

主義の興隆が指摘されてきた。 

 しかし、女子修道院や女性のリテラシーに関する研究が近年進展するに伴い、テクスト共同体

としてのヘルフタという視点が登場し、修道院全体をテクスト作成の協力者かつ読者として捉

え直す試みが始まっている。また、修道院の創設文書を始めとする証書類を網羅した『マンスフ

ェルト伯領修道院証書集 Urkundenbuch der Kloster der Grafschaft Mansfeld』がデジタル化され、イ

ンターネットで公開されたことから修道院の歴史、運営管理面を含めて考察しうる状況となっ

た。 

 
２．研究の目的 
 西洋中世は原則として男性優位の社会であり、男性聖職者によって形成された宗教的価値観

も例外ではない。その中で女性の宗教性は家門と財産の存続を最優先する世俗の論理と、神への

絶対的服従を求める教会の論理の間を常に揺れ動きつつ、常に男性から課された制約下にある

ものと考えられてきた。しかし、初期中世の女子修道院長が院の利益を優先し、自らの出身家門

に不利益をもたらしうる選択をした事例が指摘されるなど、ジェンダー史への関心の高まりも

あって近年は女性の選択と行動に主体性を見出すようになりつつある。その中で顕著なのは、院

長や神秘主義者のような突出した個人のみならず周囲の女性たちを「共同体」の構成員として捉

え、社会に女性を包摂して再評価する傾向である。 

 テクストの作成と受容によりつながった「テクスト共同体」は 13世紀に文書作成数が飛躍的

に増大するとその重要性を増した。托鉢修道会研究が明らかにした通り、聖書や教父文書、神学

書などが司牧マニュアルに再編成され、修道会内外で流通したことにより新しい価値観にもと

づく聖書解釈や教えが複数の経路で急速に伝播した。同様のアプローチは女性にも応用され、リ

テラシーをラテン語と俗語両方の知的世界の架け橋とすることで、言語で分断されてきた文化

圏をジェンダーの観点から結びつける試みが始まっている。先行研究は筆耕としての修道女に

注目しがちだが、本研究は作者を扱うことで神学知識の継承や修道院慣習の形成に対する女性

の貢献を視野に入れる。さらに補助史料として証書を用いることで、これらの知的活動が日常生

活に与えた影響の検証を行いたい。 

 ヘルフタにおける「書く」ことの意義を明確に示し、テクストで結ばれた共同体の姿の読み取

りを可能とする史料としてハッケボルンのメヒティルト『特別な恩寵の書』、ヘルフタのゲルト



ルート『神の愛の使者』の 2点を選択した。いずれも幻視の記録、修道生活の慣習と助言、伝記

等が巻ごとに割り当てられ、修道女たちの信仰・生活上の関心を網羅した複合的テクストである。

すでに先行研究はこれらのテクストがアウグスティヌス、大グレゴリウス、クレルヴォーのベル

ナルドゥスらの引用を含み、神学的にもその影響を強く受けていることを明らかにしてきた。テ

クストの成立背景、内容、ヘルフタ内外での受容について写本も含めて考察し、女性の知的営為

の多角的解明を目指す。 
 
３．研究の方法 
 上記の研究目的を踏まえ、本研究は 

① 修道院共同体としてのヘルフタの発展過程の解明 

② テクストの精査を通じた神秘主義者たちの知的文脈の把握 

③ 周辺地域の宗教的状況とテクスト伝播の関連づけ 

以上の3項目を2年間における研究課題として設定した。本研究計画「西洋中世の『書く』女性た

ち:ヘルフタ修道院における知的営為とテクスト作成」における具体的な研究計画・方法は①〜

③の研究課題・目的に即して次の通りである。 

a) ヘルフタ修道院と世俗パトロンの関係解明 

2020年度に国際学会’Love in Religion: Three Helfta Visionaries’に参加し、ハッケボルンのメヒ

ティルト『特別な恩寵の書』から見たヘルフタ修道院共同体と世俗パトロンとの関係から修

道院の歴史を検証する。 

b) ヘルフタのゲルトルート『神の愛の使者』に見る修道院共同体の形成とその特徴把握 

第1, 2巻のテクスト分析を行う。第2巻はゲルトルートの直筆であるために主に神学面から論

じられてきたが、本研究は彼女の生涯と執筆活動の概要を記した第1巻と併せて考察し、こ

のような神学的見解の表明がテクスト内で置かれた文化的文脈を把握する。第1巻はこれま

で本格的な分析が行われていないため、使用されている語句、レトリックに注目してテクス

トの構造分析を行い、教育水準を図ると同時に12世以前の修道院神学が与えた影響を評価す

る。これにより、ヘルフタの共同体が「書く」ことをどのような戦略で正当化したかを明ら

かにする。 

c) ハッケボルンのメヒティルト『特別な恩寵の書』の神学的再評価 

修道生活を扱う第3, 4巻のテクスト分析を行う。先行研究はヘルフタのテクストに対しドミ

ニコ会士アルベルトゥス・マグヌスやトマス・アクィナス、12世紀のシトー会士クレルヴォ

ーのベルナルドゥス、サン・ヴィクトル学派等の神学的影響を指摘している。彼らの著作に

見る修道生活の理念とメヒティルトの記述を比較し、ヘルフタが継承した知的財産と独自性

を明らかにする。この検証により、ジェンダーが知的活動に与えた影響を論じる。 

d) ヘルフタ修道院並びに海外史料調査 

史料調査については『特別な恩寵の書』ラテン語写本を対象に調査、デジタル化を行い、ア

イスレーベン、ヴォルフェンヴュッテルなどにある写本構成、テクストの改変などから受容

実態を検証する。 
 
４．研究成果 
 本研究計画が採択された 2020年度は新型コロナウイルスによるパンデミックとそれに伴うロ

ックダウンで始まり、必然的に研究計画の実施に多大な影響を与えた。そのため、2年間の研究

計画を 2020~2023 年度までの 4 年間に延長したが、ロシアのウクライナ侵攻による航空ネット

ワークへの脅威、治安悪化への懸念もあり、研究計画のほぼ半分を変更せざるをえなかった。 



 2020年度は『特別な恩寵の書』に関する基礎文献を発注し、aの学会報告と同時に cの基礎作

業を進めた。しかし、海外渡航の制限により aの学会は開催が延期され、最終的には 2021年に

開催中止が決定した。報告予定だった研究については投稿論文にまとめた。また、文書館の長期

閉鎖により、dの海外史料調査を通じた写本調査とデジタル化の実施が不可能となることが早期

に見通されたため、③に関しては写本調査による検証を断念し、周辺地域である神聖ローマ帝

国東部地域の女性たちの宗教運動への関わりの解明を新たな目的(e)として設定した。 

 2021 年度も引き続きパンデミックの影響下にあった。7 月には a の学会で報告予定だった研

究を別の国際学会でオンライン報告した。また『神の愛の使者』の分析に着手し、近隣修道院シ

トー会オーバーヴァイマールの神秘主義者ルカルディスとの比較から修道院共同体としてのヘ

ルフタの特徴解明を進め、論文集に成果を投稿した。また、『神の愛の使者』と『特別な恩寵の

書』を比較した研究報告を 10月に行い、成果を論文として刊行した。 

 2022 年度は『神の愛の使者』の分析を継続すると同時に目的 e の研究を進め、成果を報告・

刊行した。6 月には 13 世紀後半の神秘主義の特徴として金銭による寄進への執着を指摘する研

究報告を行なった。10 月には公開セミナーで本研究計画(c)の成果を SDGs におけるジェンダー

の観点から発表した。この過程で、西洋中世ジェンダー史の受容過程について日本独自の文脈を

理解する必要性が明らかになった。 

 2023年度は 6月に cの分析にもとづき、『特別な恩寵の書』を題材として女子修道院における

神秘主義と日常性を扱う論考を発表した。8月にはヘルフタ修道院での現地調査及び文書館での

資料調査を計画したが、体調不良のため渡航計画を中止せざるをえなかった。そこで、オンライ

ンですでにデジタル化された写本の調査を進めつつ、前年度に引き続き周辺状況の研究を進め

ることとした。2024 年 2 月にヘルフタ修道院の現地調査を行い、現地で文献収集も併せて行な

った。また、前年度に判明した西洋中世主義に関する研究について、学会で報告を行なった。新

型コロナのため、本研究計画の構想を大幅に転換せざるを得なかったため、当初予定していた書

籍の刊行には至らなかった。今後は研究を総括する論文の執筆を速やかに進め、できるだけ早く

成果を公開する準備を進めている。 
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